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1 ．背景
1.1　グローバル市民育成への世界的な潮流
グローバル化の加速とともに，人・物・情報の行き
交う社会の中で，世界的にグローバル市民育成の重要
性が認識されて幾久しい．日本の高等教育においても
例外ではない．文部科学省は2012年に経済社会の発展
を牽引するグローバル人材育成支援，2014年にスー
パーグローバル大学創成支援事業を立ち上げた．これ
に呼応するように，多くの大学においてグローバル市
民育成への取り組みが展開・加速されている．2015年
に「持続可能な開発のための目標（SDGs）」が国際的
な合意のもとに制定され，その目標4.71）にグローバ
ル市民の育成が挙げられているが，SDGsの制定は国
際課題を解決するために国際社会が一丸となって
SDGsの目標達成に取り組むという流れを作った（富
田 2018: 259-267）．実際，SDGs制定の前後から国際
機関等においてグローバル市民教育についての研究・
活動が活発化している（例えば、UNESCO 2014, 
2015）．OECDが主催し15歳を対象とした国際学力試
験PISAにおいても，2018年実施版（79カ国・地域が
参加予定）にグローバルコンピテンシーに関する調査
が新たに追加された（OECD 2018, N.D.）．
1.2　東北大学におけるグローバル市民育成と留学
東北大学は2012年に経済社会の発展を牽引するグ
ローバル人材育成支援に，2014年にスーパーグローバ
ル大学創成支援事業に採択され，2013年に東北大学グ
ローバルリーダー育成プログラム（以下，TGLプログ
ラム）を開始して以降，グローバル市民育成に力を入
れてきた．学部生を対象としたTGLプログラムには全
学部学生の 3割が登録しており，毎年数十名がグロー
バルリーダーに認定されている．2016年のTGLプログ
ラムの制度変更に伴い，グローバルリーダー認定者数
は更に増加の傾向にある．同プログラムでは，学内の
授業や課外活動を通じて，グローバル課題を学ぶ機会
や留学生と交流・協働する機会に加え，多様な長期・
短期海外留学（海外研鑽）の機会を提供してきた．こ
れらの学修活動･経験を通してグローバル社会を牽引
していくための基礎力（コミュニケーション力，課題
解決力，異文化理解・適応力などの汎用的能力）を養
成することを目指している（東北大学グローバルラー
ニングセンター 2018a）．
【研究ノート】
ELSの教授法を用いた実践英語講座の留学促進効果と
グローバル市民育成における役割
―東北大学イングリッシュアカデミーを事例として―
富田真紀 1）＊
1 ）東北大学高度教養教育・学生支援機構　グローバルラーニングセンター
＊）連絡先：〒980－8576　仙台市青葉区川内41　東北大学高度教養教育・学生支援機構　maki.tomita@m.tohoku.ac.jp
東北大学は2013年に東北大学グローバルリーダー育成プログラムを開始し，その一環として同プログラムで中核と
なる長期･短期留学の参加者数の拡大に力を入れてきた．更に，留学における課題である英語力を強化すべく2015年
に東北大学イングリッシュアカデミーを立ち上げ，ELS Language Centersの教授法を用いた課外英語講座を開始し
た．同講座はアウトプットを中心とした実践英語力（ 4技能）の向上を目指している．本研究は，同講座は 1）学生
の実践英語力向上に寄与したか， 2）英語学習に対する学生の意識にどのような変化を与えたか， 3）学生の交換留
学参加を後押ししているかを検証した．その結果，同講座受講学生は，英語力の向上に加え，自らの英語への抵抗感
の軽減，英語学習へのモチベーションの向上，同講座の交換留学参加への後押しを認識していることがわかった．英
語力不足，その他諸事情で交換留学への参加が難しい学生にとって「国内留学」という選択肢となりえる同講座は，
「内なる国際化」を取り組む上で重要な役割を担うのではないか．
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グローバル市民育成において，長期･短期の留学等
の海外体験が重要だという報告は多数ある．たとえば，
小林（2016: 1-15）は，グローバル人材2）の認識とし
て重要である①国家・地域・地球に関する帰属感（具
体的には，「アジア人としての意識」，「地球市民とし
ての意識」），②平和や外交，宗教，地球的な課題など
のグローバル社会への関心，③自己効力感や自己肯定
感などにおいて，留学非経験者と比べ留学経験者の自
己評価値は 2倍， 3倍となっていることを報告してい
る．新見・岡本（2017: 162-181）も同様の指摘をして
いる．
東北大学においてもTGLプログラム開始以降，海
外留学の機会を増やすべく，スタディーアブロードプ
ログラムを始めとする大学主催の短期留学プログラム
数を増やしてきた．その結果，全学教育による短期留
学プログラム参加者数は，TGLプログラム開始前の
2011年度には 2プログラム83人であったものが，2017
年度には22プログラム362人となっており，大幅に増
加している（東北大学グローバルラーニングセンター 
2018b）．一方，長期留学については, 大学間交流協定
に基づく協定校数を230（2018年10月時点）校にまで
広げるなどの努力をしているものの，大学間交流協定
に基づく交換留学（以下，交換留学）参加者数は2011
年度の46人から翌年度には68人に増え、その後は70人
前後に留まっている（東北大学グローバルラーニング
センター 2018b）．この理由として，①経済的な負担
（54%），②外国語力の不足（53%），さらには③海外
での生活への不安（25%），④（留学参加による）卒
業時期の遅れ（23%）などが挙げられる（東北大学学
生生活支援審議会2018）．④の卒業時期の遅れは，学
部と参加学年によっては，カリキュラム上，留年をし
ないと長期留学の留学への参加が難しい状況を示して
いる．交換留学の応募は，留学に出発する 1年近く前
に行われる．若い学年で参加する場合，更にその 1年
前の応募時点で語学要件（協定校での語学基準が設け
られていない場合はTOEFL ITP®500点以上）を満た
している必要がある．つまり，②の外国語力の不足と
④の卒業時期の遅れの問題が合わさって留学の阻害要
因になっていることも考えられる．
2 ．東北大学TEAの課外英語講座
2.1　東北大学イングリッシュアカデミーの設立
TOEFL®はそれまでの「読む」「聞く」を測る
TOEFL ITP®から「読む」「聞く」「話す」「書く」の
4技能を測るTOEFL iBT®へと移行されつつある． 
太田（2011: 68-76）は，TOEFL iBT®への移行により
難易度が高まっただけでなく，日本人が得意だった文
法が外され，苦手なスピーキングが加わったため，特
別な準備なくして高い得点を取れない状況を問題視し
ている．さらに，太田（2011: 68-76）は，国際競争の
中で英語圏の有力大学では交換留学生を含め志願者に
求める英語力が徐々に高くなっており，着実に英語力
が向上している韓国や中国と比べても英語教育の課題
が大きい日本の大学においては，英語力向上のための
特別な取り組みを行うことが急務であると述べている．
東北大学の学生の英語力においても太田（2011: 68-
76）の指摘と同様の傾向がみられる．東北大学に入学
する学生は高校時代に受験勉強をしてきているため，
英語の基礎学力は持ち合わせているものの，スピーキ
ングなどの実践英語を鍛えてきた学生はあまり多くな
い．そこで，東北大学はTGLプログラムを推進する
ため，英語学習の総合的な支援を行い，より長期の交
換留学参加者を増やすことを目的に，2015年に東北大
学イングリッシュアカデミー（以下，TEA）を立ち
上げた．TEAでは，学内での英語試験（TOEFL 
ITP®, TOEFL iBT®）の他，ネイティブ講師による英
語学習アドバイジングやELS Language Centers（以
下，ELS）の教授法を用いた課外英語講座を学期中お
よび長期休暇中に提供し，年間を通じて英語学習支援
を行っている．
1961年に創立されたELSは，北米を中心にインド，
マレーシア，サウジアラビア，トルコ，ベトナムなど
世界に80の学習センターをもち，大学キャンパス内に
施設を構える語学学校として世界最大のネットワーク
を有する（ELS Language Centers N.D.）．日本にお
いては拠点を持たず，東北大学はELSによる英語講
座を本格的に導入した最初の大学である．現在は国内
の幾つかの大学でELSによる英語講座が提供されて
いる．ネイティブの英語講師がELS独自のカリキュ
ラムに従って教育を進めるELSは，質の高い英語教
─  137  ─
東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 5 号　2019
育を提供していることで定評がある（海外留学推進協
会 N.D.）．ELSではレベルを細かく12段階（101-112）
にわけており，大学進学に必要な英語力または日常生
活で必要な英語力の強化を目的に，世界各地からの生
徒が同校で学んでいる． 
2.2　TEAの課外英語講座の概要
2015年に開始したELSの教授法に基づくTEAの課
外英語講座は，交換留学者数を増やし，学生の交換留
学先での語学面での苦労を軽減するため，実践英語力
の向上を目的に学部生から大学院生までを対象に開講
されている．同講座ではELSの講師をアメリカから招
聘し，ELSのカリキュラムと教授法をもとに東北大学
向けにカスタマイズした授業を提供しており，その内
容（テーマ）はアカデミック英語，TOEFL iBT®対策，
アカデミックライティング，サイエンスライティング
など多岐に渡る．どの講座もアウトプット力（書く，
話す）に焦点を当てつつ， 4技能全ての実践英語力の
向上を目指している．レベルはELSの基準に従って
12段階（101～112）に分けられており，ELSのレベル
基準の中央付近に相当する105～106を中心に104～108
程度の英語力をもつ学生を対象としている．学生は受
講前にプレイスメントテストを受ける．具体的には，
オンラインテストの後に対面によるスキーピングのレ
ベルチェックを受けることで受講クラスが決定され
る．学生は複数回講座を受講することが可能となって
おり，同一レベルであっても年度内の授業は内容的に
重ならないよう調整されている．
2015年後期から本格的に講座を開始し，学期内講座
は90分の授業を週 2回，合計10週（計30時間），長期
休暇中は集中講座として 1日 4～ 6時間× 2週間（10
日間，計40-60時間）の授業を提供している．1クラス
の定員は最大15名に設定されており，各学期，学期内
講座は14クラス（定員最大210名），集中講座は 4～ 6
クラス（定員最大60-90名）開講されている．各学期，
学期内講座は120-180名程度の学生が，集中講座は
50-90名程度の学生が受講しており，全体として年間平
均450名程度の学生が 1回または複数回の講座を受講
している．尚，費用については，2015年度は一部有料
の講座があったものの，2016年度以降は全ての講座を
無料で提供しており，学生の金銭的負担は教材費（約
6,000～8,000円）のみとなっている． 
　
2.5　TEAの課外英語講座の教育実績
TEAの課外英語講座の受講実績を表 1に示す．尚，
2015年度は試行段階であり，カリキュラム内容や費用
の設定が2016年度以降のものと多少異なるため，2016
年度以降の実績を載せている．学年別の受講者数の割
合は各回で多少ばらつきはあるものの，平均すると学
部 1， 2年生が受講者数全体の約 4～ 5割，大学院生
が全体の約 3～ 4割を占めており，それと比して学部
3 ,  4 年生の受講割合は低めとなっている．
表1. TEAの課外英語講座受講者数
年度 時期 最大定員 申込者数 受講者数
2016 前期学期内 210 273 175
夏期集中  60  59  46
後期学期内 210 176 131
春期集中  90 116  80
年度合計 570 624 432
2017 前期学期内 210 296 184
夏期集中  60  92  55
後期学期内 210 178 138
春期集中  90 125  82
年度合計 570 691 459
2018 前期学期内 210 325 159
夏期集中  60  87  59
学期内講座の申込は受講する前学期の終わりから開
始するものの，実質的には受講する学期が開始した後
に申し込む学生が多い．この結果，学期内講座は申込
開始からレベル判定によりクラスを決定するまでの期
間が 2～ 3週間と非常に短くなってしまい，先着順に
行う対面でのレベルチェックを受けられる人数は最大
240名程度となる．このため，前期のように申込者が殺
到すると，プレイスメントテストを受けられない学生も
でてくる．それ以外の回においては日程が合わずプレ
イスメントテストを受けられない学生はごく少数である．
プレイスメントテストを受けた学生のうち，開講ク
ラスのレベルに到達していないと判断される学生は全
体の 2～ 3割程度存在する（2018年度の前期に関して
は若干多め）．本講座の目的は交換留学へ向けた英語
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学習支援であることから，複数回受講することによっ
て交換留学に参加しうるレベルに達することを想定し
て開講クラスのカリキュラムを策定している．受講希
望学生を最大数取り込めるよう開講する講座の時間割
を決定しているものの，全員のスケジュールに応える
ことは難しく，時間割と学生本人のレベルが合わない
事例（スケジュールのミスマッチ）も存在する．この
ようなミスマッチの数はその時々によって異なり，少
ない場合は数名程度，多い場合は数十名となっている．
3 ．本研究の目的と方法
3.1　本研究の目的
前述の留学への阻害要因を踏まえると，本場のELS
と同質の英語講座をELSの講師から学内で受けられ
るTEAの課外英語講座は「国内留学」の機会を提供
するという意味で，担う役割が大きいのではないか．
同講座の運営費用は全て大学が負担しており，効果
検証を行うことは費用対効果の観点からも非常に重要
である．本研究は，本課外英語講座がどの程度学生の
英語力の向上に寄与しているのか，更に，受講によっ
て学生の意識や態度にどのような変化があったのか，
同講座は交換留学への参加を後押ししているのかを検
証することを目的とする．
　
3.2　本研究の方法
3.2.1　TOEFL iBT®公式模試による英語力変化の測定
英語力変化の測定には，TOEFL®を主催する
Educational Testing Serviceの作成するTOEFL iBT®
公式模試を用いた．TOEFL iBT®は，リーディング，
リスニング，スピーキング，ライティングの 4セクショ
ンからなり，各セクション30点満点，合計120点満点と
なっており，公式模試も同様の得点構造になっている．
TOEFL iBT®公式模試を用いた理由として，以下の 3
点が挙げられる．
1）TEAの課外英語講座は英語の 4技能の向上を目指
した講座であり，同試験はスピーキング，ライティ
ングも含めた4技能を測定できること
2）東北大学では，交換留学においてもTGLプログラ
ムにおいてもTOEFL ITP®を英語要件の基準とし
て用いていること3）
3）一回の試験費用が3,600円程度と比較的安価である
こと
2017年前期の学期内講座および夏期集中講座に参加
した学生から希望者をランダムに抽出し，TOEFL 
iBT®公式模試を受講前後に受験してもらった．何名
か受講後に受験できない学生が出たため，受講前後両
方とも試験を受けた学生のみを分析対象とした．その
結果，サンプル数は学期内講座41人，夏期集中講座17
人となった．授業時間数や講座の内容が多少異なるた
め，学期内の講座と集中講座を分け，各受験者の受講
前後の得点（パネルデータ）に対してt検定を行い，
得点の変化を検証した．尚，TOEFL iBT®公式模試は，
東北大学で実施している公式のTOEFL iBT®試験用
のPC設備の整った会場に学生を集め，試験官の監督
の下，公式のTOEFL iBT®と同じ環境・条件で実施
している．また，TOEFL iBT®公式模試は十数種類
のパターンがあり，同じ学生が受講前後で同一試験を
受けることがないよう，更に，学期内講座と夏期集中
講座両方においてTOEFL iBT®公式模試を受ける可
能性も想定し，毎回異なる試験を用いている（両方受
けた学生が 1名いた）．
3.2.2　課外英語講座に対するアンケート調査
2018年夏から大学間交流協定に基づく交換留学に参
加する学生に対し，2018年 7 月上旬にTEAの課外英
語講座受講による効果を確認するためのアンケート調
査を実施した．アンケートでは，英語講座受講の効果
として考えられる英語力の向上に加え，海外に行くこ
と，英語を使うこと，留学をすること等への興味・モ
チベーションの変化，交換留学参加に役立ったかにつ
いても訊いている．具体的なアンケートの質問項目に
ついては結果とともに表 4に示している．
全体の約 7割にあたる39人がアンケートに回答し，
うちTEAの課外英語講座の受講経験がある24人を分
析の対象とした．24名中 5名のみ複数回受講しており，
その他は一度の受講であった．さらに，24名中 5名は
交換留学決定後にTEAの課外英語講座を受けていた
ため，同講座が留学決定に役立ったかの質問について
はその 5名を除いた19名のデータを分析対象とした．
アンケートの各質問項目について，5：大変そう思う，
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4：ある程度そう思う，3：どちらとも言えない，2：
あまりそう思わない，1：全くそう思わない，の 5段
階で回答してもらっている．まず，その平均値を調べ
た．その後，サンプル数が少ないことを考慮し，分散
の傾向をより明確に見るために，3：そう思う，2：ど
ちらとも言えない，1：そう思わない，の 3件法にコー
ディングし直し，分析を行った（表 2）．
4 ．分析の結果
4.1　TOEFL iBT®公式模試の結果
4.1.1　得点分布
2017年前期学期内講座，夏期集中講座における
TOEFL iBT®公式模試の得点の分布を図 1，図 2に
示す．図 1，図 2より全体的に学生の得点の分布が受
講後に高い方に移動していることが見てとれる．
4.1.2　受講前後のTOEFL iBT®公式模試得点の平均
値の比較
学期内講座，夏期集中講座に分けてそれぞれt検定
を行った結果を表 3に示す。表 3からどちらも受講後
の得点の方が約 6点高いことが確認できる．（統計的
に有意）
表3.  学期内講座および夏期集中講座の
TOEFL iBT®公式模試の得点の平均値の比較
（　　）は標準偏差
n 受講前 受講後 差  t値
学期内 41 57.1
（11.3）
62.9
（11.2）
5.8  3.1**
夏期集中 17 53.7
（19.5）
59.9
（19.6）
6.2  2.5*
**p < .01, *p < .05
さらに，サンプル数の多い学期内講座のデータを用
いて，出席率（％）を課外英語講座受講前後での
TOEFL iBT®公式模試の得点差に対して回帰したと
ころ，出席率はTOEFL iBT®公式模試の得点差に対
する説明力が大きいことが確認できた．特に，受講前
の得点が60点以下の20名の学生においては，上記の回
帰分析の結果，非標準化回帰係数=0.65となった（調
整済みR2=0.22）．つまり，講座への出席率が10％（90
分の授業 2回分）あがると，TOEFL iBT®公式模試
の得点が6.5点高いといえる．これより，特に得点（英
語力）の低い学生においては，同課外英語講座への参
加が英語力を向上する上で重要であることが示された．
4.2　TEAの課外英語講座による学生の意識変化
4.2.1　英語力および態度に関する5段階評価の平均値
各質問項目における学生の 5段階による自己評価の
平均値を表 4に示す．表 4をみると，（No.16）客観的
英語力および課題の把握，（No. 17）英語力のモチベー
ションの向上，においては 4に近い値となっているが，
その他の多くは 3前後にとどまっていることがわかる．
図1．学期内講座受講者のTOEFL iBT®模試のスコア分布
図2．夏期集中講座受講者のTOEFL iBT®模試のスコア分布
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その後，サンプル数が少ないことを考慮し，分散の傾
向をより明確に見るために，3：そう思う，2：どちら
とも言えない，1：そう思わない，の 3 件法にコーディ
ングし直し，分析を行った（表 2）． 
 
表 2. アンケート項目の 3 件コーディング 
5 段階評価  3 件法コーディング 
5：大変そう思う 
4：ある程度そう思う 
3：そう思う 
3：どちらとも言えない 2：どちらとも言えない 
2：あまりそう思わない 
1：全くそう思わない 
1：そう思わない 
 
4. 析の結果 
.  TOEFL iBT 公式模試の結果 
.   
期内プログラム，夏期集中プログラム
における TOEFL iBT 公式模試の得点の分布を図 1，図
2 に示す．図 1，図 2 より全体的に学生の得点の分布が
受講後に高い方に移動していることが見てとれる． 
 
 
図 1．学期内プログラム iBT 模試スコア分布 
 
 
図 2．夏期集中プログラム iBT 模試スコア分布 
4.1.2 受講前後での iBT 模試得点の平均値の比較 
次に学期内、夏期集中プログラムに分けてそれぞれ
t 検定を行った結果を表 3 に示す。表 3 からどちらも
受講後の得点の方が約 6 統（．るきで認確がとこい高点
計的に有意） 
 
表 3.  学期内プログラムおよび夏期集中プログラム 
の TOEFL iBT 公式模試得点平均値の比較 
（  ）は標準偏差 
 n 受講前 受講後 差 t 値 
学期内 41 57.1 
（11.3） 
62.9 
（11.2） 
5.8 3.1** 
夏期集中 17 53.7 
（19.5） 
59.9 
（19.6） 
6.2 2.5* 
                **p < .01, *p < .05 
 
さらに，サンプル数の多い学期内プログラムのデー
を用いて，出席率（％）を課外英語講座受講前後での
TOEFL iBT 公式模試の得点差に対して回帰したとこ
ろ，出席率は TOEFL iBT 公式模試の得点差に対する
説明力が大きいことが確認できた．特に，受講前の得
点が 60 点以下の 20 名の学生においては，上記の回帰
分析結果が非標準化回帰係数=0.65 となった（調整済
み R2=0.22）．つまり，講座への出席率が 10％（90 分の
授業 2 回分）あがると，TOEFL iBT 公式模試の得点が
6.5 点高いことがわかる．これより，得点（英語力）の
低い学生においては，授業への参加が英語力を向上す
る上で特に重要であることが示された． 
 
4.2 TEA の課外英語講座による学生の意識変化 
4.2.1 英語力および態度に関する 5 段階評価の平均値 
各質問項目における学生の 5 段階による自己評価の
平均値を表 4 に示す．表 4 をみると，（No.16）客観的
英語力および課題の把握，（No. 17）英語力のモチベー
ションの向上，においては 4 に近い値となっているが，
その他の多くは 3 前後にとどまっていることがわかる． 
 
 
  
表2. アンケート結果の3件法でのコーディング
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4.2.2　英語力の変化
図 3～図 8に課外英語講座の受講による英語力の変
化に関する学生の自己評価結果を 3件法にコーディン
グし直したものを示す．複数の項目があるものについ
ては，その平均値を示している．図 3～図 8より，ス
ピーキング力とライティング力，コミュニケーション
力，語彙力の向上を実感している学生が多いことがわ
かる．一方，リーディング力やリスニング力の向上を
認識している学生は半数程度であった．前述のとおり，
本課外英語講座はアウトプットを中心とした実践英語
力向上を目指しているため，目的とアンケート結果は
整合しているといえる．
著者名・タイトル 
表 4.  アンケート項目の 5 段階評価の平均値 
  
 
4.2.2 英語力の変化 
図 3～図 8 に課外英語講座の受講による英語力の変
化に関する学生の自己評価結果を 3 件法にコーディン
グし直したものを示す．複数の項目があるものについ
ては，その平均値を示している．図 3～図 8 より，ス
ピーキング力とライティング力，コミュニケーション
力，語彙力の向上を実感している学生が多いことがわ
かる．一方，リーディング力やリスニング力の向上を
認識している学生は半数程度であった．前述のとおり，
本課外英語講座はアウトプットを中心とした実践英語
力向上を目指しているため，目的とアンケート結果は
整合しているといえる．  
 
 
図 3. 英語力（スピーキング）の変化 
 
 
図 4. 英語力（リスニング）の変化 
 
 
図 5. 英語力（ライティング）の変化 
 
 
図 6. 英語力（リーディング）の変化 
⼤分
類 ⼩分類 No. 質問項⽬ ⼈数
1 事前に英⽂を考えなくても、英語で考えを話せるようになった 24 3.2 (1.0)
2 英語でわかりやすくプレゼンテーションする事ができるようになった 24 3.2 (0.9)
3 ⽬の前で話している外国⼈の英語が聞き取れるようになった 24 3.3 (1.1)
4 テレビやラジオなどの速い英語でも聞き取れるようになった 24 2.8 (1.0)
5 適切な英単語や表現を⽤いて英語の⽂章を書けるようになった 24 3.4 (0.9)
6 論理的にエッセイを書く事ができるようになった 24 3.4 (1.0)
リーディ
ング 7 英⽂を読む速度が速くなった 24 3.0 (0.9)
8 相⼿の意⾒を踏まえて、英語で⾃分の意⾒を伝える事ができるようになった 24 3.2 (1.0)
9 ⽇本語 ⇔ 英語の訳をせずに、英語だけで考えてコミュニケーションがとれるようになった 24 3.3 (1.0)
語彙 10 使える語彙が増えた 24 3.3 (1.0)
11 海外への興味が深まった 24 2.8 (1.2)
12 海外へ⾏く⾃信がついた 24 2.9 (1.1)
13 半年以上の留学に⾏く⾃信がついた 24 2.7 (1.0)
14 外国⼈と話すことに抵抗がなくなった 24 3.5 (0.8)
15 英語で⾃分の意⾒を⾔う事に抵抗が無くなった 24 3.3 (0.9)
課題
把握 16
⾃分の客観的な英語⼒や英語における課題
を把握できた 24 3.7 (1.1)
17 英語学習へのモチベーションが⾼まった 24 3.8 (1.0)
18 英語の語学試験を受ける意思が強くなった 24 3.2 (1.1)
19 TEAの授業時間外で英語に触れる時間が増えた 24 3.3 (0.8)
20 授業外で、毎⽇1時間以上英語の学習をするようになった 24 2.8 (0.8)
21 積極的に外国⼈と交流するようになった 24 2.9 (1.1)
22 TEA'sを受講したことが役に⽴ったと思う 19 3.5 (0.8)留学決定への効果・貢献
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⼒
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そう思わない どちらとも言えない そう思う
[名]
表4.  5段階評価の平均値
図3.　英語力（スピーキング）の変化
図4.　英語力（リスニング）の変化
図5.　英語力（ライティング）の変化
図6.　英語力（リーディング）の変化
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4.2.3　興味・態度の変化
図 9～図13に課外英語講座を受講したことによる海
外や英語を使うことへの興味・モチベーション等，態
度および行動の変化に関する自己評価結果を 3件法に
直したもの示す．図 9～図13より，英語への抵抗感の
軽減，自分の英語力や英語に関する課題の客観的な把
握，さらに英語学習のモチベーションの向上を認識し
ていることが確認できる．一方，その他の項目につい
ては明確な傾向を確認できない．
図7.　英語力（コミュニケーション）の変化 図10.　英語への抵抗感の軽減
図8.　英語力（語彙）の変化
図11.　自己の英語力・課題の把握
図12.　英語学習へのモチベーション
図9.　海外・留学への興味の変化
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4.2.4　TEAの課外英語講座受講の交換留学参加決定
への影響
図14に本課外英語講座が交換留学参加決定に役立っ
たかについての自己評価結果を 3件法に直したものを
示す．図14より，半数以上の学生が役立ったと認識し
ていることが確認できた．
5 ．まとめおよび今後の方向性
以上より，TEAの課外英語講座の受講によって
TOEFL iBT®公式模試が 6点前後向上し，特に得点
の低い学生においては課外英語講座への出席率が得点
の向上に大きく影響していることが確認できた．さら
に，交換留学への参加が決定した学生のうち課外英語
講座を受けた学生は，アウトプットを中心とした英語
力の向上を認識すると同時に，講座の受講によって英
語への抵抗感が軽減され，英語を使うことへの自信や
興味，モチベーションが高くなり，更に「課外英語講
座が交換留学に合格する上で役立った」と認識してい
ることが確認できた．
このような学習成果が認められるにもかかわらず，
実際の交換留学参加者数が増加していないのはなぜだ
ろうか．東北大学では留学の阻害要因を軽減すべく，
様々な取り組みを行っている．例えば，交換留学参加
の阻害要因に経済的な理由が挙げられているが（東北
大学学生生活支援審議会 2018），実際は交換留学参加
者の殆ど（少なくとも 9割以上の学生）が大学主催の
グローバル萩の他，日本学生支援機構, トビタテ！留
学Japanなどの奨学金などを取得している．トビタ
テ！留学Japanについては，学内で面接選考の対策を
行うなど，大学として様々な形で留学時の学生の経済
的負担を軽減する取り組みを行っている．さらに，大
学は留学阻害要因の一つである卒業時期の遅れへの不
安（東北大学学生生活支援審議会 2018）への対応も
進めている．交換留学を推し進める上で，学生が留学
前に単位互換を見積もれるような制度作りが必要であ
るが，その第一歩として2017年7月に「事前確認シー
トを活用した交換留学時等の単位互換・認定マニュア
ル」を策定した．現在，各学部においてマニュアルを
もとに単位互換・認定の制度化に関する検討を始めて
いる． 
これらの取り組みが成果として実を結ぶまでには時
間を要することも考えられるが，交換留学者数が増え
ないことに，それ以外の理由は考えらないだろうか．
東北大学学生生活調査結果（東北大学学生生活支援審
議会 2018）によると留学への阻害要因として，1.2で
示したように，③海外での生活への不安（25%）が挙
げられていた．太田（2011: 68-76）は日本の学生の海
外離れと内向き志向を指摘しており，これは東北大学
の学生のみならず現在の日本の大学生（若者）全体の
傾向といえそうである．このような傾向もあって『内
なる国際化（末松 2017: 41-52, 水松 2018: 135-148）』
という考えが生まれている．つまり，留学だけでなく
学内で国際化を進めていくことの重要性が改めて認識
されている．
①留学を希望する一番の要因は語学力の向上であ
り，全体の25％を占める．同時に，②留学の阻害要因
に語学力の不足と53％の学生が答えている（東北大学
学生生活支援審議会 2018）．③ELSの英語講座は通常
図13.　英語に関する行動の変化
図14.　交換留学合格にTEAの受講が役立った
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は北米などに留学して受ける授業であり，ELSのネイ
ティブ講師によるTEAの課外英語講座も同等の質が
確保されている．①～③に加え，④本課外英語講座の
学習成果，さらに，⑤大学の様々な支援にもかかわら
ず交換留学に参加する学生が増えないという現状を鑑
みると，奨学金受給への支援，単位互換・認定制度の
確立等と並行して，TEAの課外英語講座のような学
内での英語学習支援の取り組みを強化させ大学のカリ
キュラムや学生の学習計画に組み込んでいくことが重
要なのではないか．このような取り組みは，諸事情で
交換留学への参加が難しい学生に対して「国内留学」
という選択肢を提供することを可能にし，グローバル
市民育成の一環として，内なる国際化を進める上でも，
交換留学を促進する上でも鍵となる学習機会を提供す
ることになるのではないかと考える．
最後に，本研究の今後の方向性としては，2017年に
引き続き，2018年以降も通年でTOEFL iBT®公式模
試を用いて同規模の調査を継続し，受講前後での学生
の英語力の変化を検証していく予定である．今回はサ
ンプル数が限られていたため複雑な分析は行えなかっ
たが，今後はデータを蓄積していくことで学生の
TEAの課外英語講座の成績や学業成績，学部等の属
性のデータと合わせ，本課外英語講座と留学状況，さ
らには学内での留学生との共修授業や国際交流活動へ
の参加状況との関係性など，より包括的且つ多角的な
研究を進めていきたいと考える．
注
1） 「持続可能な開発のための目標」（SDGs）はミレニア
ム開発目標（MDGs）の後継として，2015年世界161
か国の首脳の参加のもと採択された．貧困に終止符
を打ち，誰も置き去りにしないための，今後15年間
の繁栄と福祉の共有を促進するための出発点となる
目標と行動計画であり，193の国連加盟国が合意して
いる．具体的には，貧困，飢餓，保健，教育，社会
保障，雇用，不平等やインフラ，エネルギー，消費，
生物多様性，海洋，産業化生態系などを含む17の目
標と169のターゲットから構成されている（国連広報
センター N.D.）．17の目標の 4番目が教育（質の高い
教育の確保）に関する目標となっており，これは更
に 7つに細分化されている．その 7番目の目標（＝
SDG4.7）が「2030年までに，持続可能な開発のため
の教育及び持続可能なライフスタイル，人権，男女
の平等，平和及び非暴力的文化の推進，グローバル・
シチズンシップ，文化多様性と文化の持続可能な開
発への貢献の理解の教育を通して，全ての学習者が，
持続可能な開発を促進するために必要な知識及び技
能を習得できるようにする」（訳 外務省 2015）と，
グローバル市民教育を含んだ内容になっている．
2） 「職業人」の意味あいを含む「人材」は市民社会形成
の担い手である「市民」とは異なるものの，日本で
は「経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成
事業」などに代表されるように，「人材」という言葉
が用いられることが多い．本研究では「市民」とい
う表現に統一しているが，引用文献に関しては原著
の表現のままにしている．
3）  他の英語試験の要件はTOEFL ITP®をもとに設定さ
れている．さらに，東北大学の全学生は同試験を受
ける機会が複数回提供されている．　
参考文献
ELS Language Centers（N.D.）「ELSについて」，
  https://www.els.edu/ja/about-us（閲覧2018/11/12）.
外務省（2015）「我々の世界を変革する：持続可能な開発
のための2030アジェンダ」， http://www.mofa.go.jp/
mofaj/files/000101402.pdf（閲覧2017/11/10）.
海外留学推進協会（N.D.）「ELS Language Centersとは？」， 
https://www.ryugaku.or.jp/els/（閲覧2018/11/12）．
小林　明（2016）「留学体験のインパクトと成果－留学経
験者と留学非経験者の比較調査から－」，『留学交流』，
Vol.65, pp.  1-15,  https://www.jasso.go.jp/ryugaku/
related/ kouryu/2016/__icsFiles/afieldfile/2016/08/0
5/201608kobayashiakira.pdf（閲覧2018/11/12）.
国連広報センター（N.D）「持続可能な開発目標（SDGs）と
は」，http://www.unic.or.jp/news_press/info/15790/（閲
覧2017/11/12）.
水松巳奈（2018）「「内なる国際化」によるグローバル市
民育成」に関する事例研究」,『東北大学高度教養教育
･学生支援機構紀要』第4号，pp. 135-148．
OECD（2018）“Preparing Our Youth  for an  Inclusive 
─  144  ─
富田 真紀・ELS の教授法を用いた実践英語講座の留学促進効果とグローバル市民育成における役割
and Sustainable World  : The OECD PISA Global 
Competence Framework”,  http://www.oecd.org/
pisa/aboutpisa/Global-competency-for-an-inclusive-
world.pdf（閲覧2018/11/12）．
OECD（N.D.）“PISA 2018 participants”,
  http://www.oecd.org/pisa/aboutpisa/pisa-2018-
participants.htm（閲覧2018/11/12）．
太田　浩（2011）「なぜ海外留学離れは起こっているのか」，『教
育と医学』，慶應義塾大学出版会．第59巻，1号，pp. 68-
76，http://hermes-ir.lib.hit-u.ac.jp/rs/bitstream/10086/ 
19133/1/0101100401.pdf（閲覧2018/11/12）．
新見有紀子・岡本能里子（2017）「海外留学とキャリア形成：
期間別でみる海外留学インパクト」，子島進・藤原孝
章編『大学における海外体験学習への挑戦』，ナカニ
シヤ出版，pp. 162-181．
末松和子（2017）「内なる国際化」でグローバル人材を育
てる－国際共修を通したカリキュラムの国際化－」, 
『東北大学高度教養教育･学生支援機構紀要』第 1号，
pp. 41-52．
東北大学学生生活支援審議会（2018）， 『平成29年度【東北
大学学生生活調査】のまとめ　東北大学生の生活』，
  https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2018041_Stu_
Japanese.pdf（閲覧2018/11/12）.
東北大学グローバルラーニングセンター（2018a）「グロー
バル人材になるには」，https://www.insc.tohoku.ac.jp/
japanese/global/（閲覧2018/11/12）.
東北大学グローバルラーニングセンター（2018b）「留学
に関する統計データ」，http://www.insc.tohoku.ac.jp/ 
japanese/aboutus/data/（閲覧2018/11/12）.
富田真紀（2018）「国際課題･途上国問題に関する学習活
動のグローバル人材育成への有用性の検討－東北大
学および国際協力機構のプログラムの事例から－」，
『東北大学高度教養教育･学生支援機構紀要』第 4号，
pp. 259-267．
UNESCO（2014）“Global  Citizenship  Education  : 
Preparing Learners  for  the Challenges of  the 21st 
Century”， 
  http://unesdoc.unesco.org/images/0022/002277/
  227729E.pdf（閲覧2018/11/12）.
UNESCO（2015）“Global Citizenship Education  : Topics 
and Learning Objectives”， http://unesdoc.unesco.org/
images/0023/002329/ 232993e.pdf（閲覧2018/11/12）.
